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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年11月6日(2014.11.6)

【公開番号】特開2014-164094(P2014-164094A)
【公開日】平成26年9月8日(2014.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-048
【出願番号】特願2013-34586(P2013-34586)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/08     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   7/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   7/22     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/08    　　　Ａ
   Ｆ２１Ｖ   7/00    ５３０　
   Ｆ２１Ｖ   7/22    １００　
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月24日(2014.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射層Ａと、熱可塑性樹脂からなり粒子を含有する表面層Ｂとを有する白色反射フィル
ムであって、
表面層Ｂの反射層Ａとは反対側の表面に上記粒子により形成された突起を有し、
該表面における高さ５μｍ以上の突起個数が１０４～１０１０個／ｍ２であり、
上記粒子の１０％圧縮強度が０．１～５ＭＰａであり、
上記突起のビッカース硬度が５～３０である、白色反射フィルム。
【請求項２】
　反射層Ａのボイド体積率が１５体積％以上、７０体積％以下であり、表面層Ｂのボイド
体積率が０体積％以上、１５体積％未満である、請求項１または２に記載の白色反射フィ
ルム。
【請求項３】
　導光板を備える面光源反射板として用いられる、請求項１または２に記載の白色反射フ
ィルム。
【請求項４】
　エッジライト方式バックライトユニット用反射板として用いられる、請求項１～３のい
ずれか１項に記載の白色反射フィルム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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　本発明は、上記課題を達成するために、以下の構成を採用するものである。
１．反射層Ａと、熱可塑性樹脂からなり粒子を含有する表面層Ｂとを有する白色反射フィ
ルムであって、
表面層Ｂの反射層Ａとは反対側の表面に上記粒子により形成された突起を有し、
該表面における高さ５μｍ以上の突起個数が１０４～１０１０個／ｍ２であり、
上記粒子の１０％圧縮強度が０．１～５ＭＰａであり、
上記突起のビッカース硬度が５～３０である、白色反射フィルム。
２．反射層Ａのボイド体積率が１５体積％以上、７０体積％以下であり、表面層Ｂのボイ
ド体積率が０体積％以上、１５体積％未満である、上記１または２に記載の白色反射フィ
ルム。
３．導光板を備える面光源反射板として用いられる、上記１または２に記載の白色反射フ
ィルム。
４．エッジライト方式バックライトユニット用反射板として用いられる、上記１～３のい
ずれか１に記載の白色反射フィルム。
 


	header
	written-amendment

